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令和7年 第１回定例会
2月27日（木）～3月2１日（金）

予算総額

▶3月定例会の流れ

新
年
度
予
算
等

　
　
に
つ
い
て
審
議
！

定例会とは１年に４回開かれる議会のことです。
３月定例会では、新年度予算等についてを
主として審議を行いました。
特別会計を含む６件の会計予算はいずれも
原案の通り可決されました。

（特別会計などを含む）

町から議会に対して議案が
提出され、説明がありました｡

議員が町政について自由に
質問をしました。

議案に対する質問をしました｡

議案をそれぞれの分野に分
けて各委員会が詳しく審査
をしました。

委員長による報告や議員討
論を行い、議案について可否
を決めました。

委員会の種類
●文教厚生委員会

●総務企画委員会

●建設経済委員会

2月27日 3月4･5日 12日

13･14･17日 21日

開　会 一般質問 議案に対する質疑

3常任委員会 採決・閉会

２８３億６４１７万円
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液体ミルクを備蓄品に追加

出会いの場を創出

生活再建支援体制を整備01
災害
対策

防災費消耗品費
備蓄用非常食にご飯やパン、クラッカーと合わ
せて液体ミルクを追加します。

知多半島で縁結びプロジェクト実行委員会負担金
国の地域少子化対策重点推進交付金を活用し
て、若者向けのイベントを開催します。

被災者生活再建支援システム導入事業
（利用料含む）
大規模災害に備え、タブレットを活用した支援
システム整備を進めます。

02
災害
対策

03
出会い

議員から質問！

予算金額 1210万3千円

Q液体ミルク備蓄数の根拠は？
A3歳児健診受診者数を基に、1日6回の2日分
で1344食と算出した。

Q液体ミルクの保管場所は？
A保健センター内を想定しているが、保管条件
もあるので今後検討する。

議員から質問！

予算金額 24万3千円

Q事業概要は？
A地域資源を活用したタウンプロモーションを
目的に、5市5町で婚活イベントを実施する。

Q対象者は？
A県内25～39歳の独身者。

議員から質問！

予算金額 739万円

Qシステムの概要は？
A住基情報、家屋情報および地図データと連携
し、建物被害認定調査、罹災証明書発行およ
び被災者台帳管理を一元管理するもの。

Q導入によるメリットは？
A罹災証明書発行期間の短縮や効率的で漏れ
のない被災者支援業務ができる。
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保健センターでスタート！

その人にあった避難計画を！

気軽に相談できる身近な機関04
子育て

5歳児健康診査
集団遊びなどを通じて社会性・行動面の発達を
把握するため、5歳児健診を実施します。子ども
の健やかな成長を切れ目なく支援します。

個別避難計画作成
災害対策基本法に基づく個別避難計画につい
て、福祉部門分として普段から介助が必要な方
の分を介護支援専門員や障がい児・者の相談支
援専門員の協力の下作成します。

こども家庭センター運営事業
すべての妊産婦、子育て世帯、18歳年度末まで
のこどもを対象に、様々な関係機関と連携しな
がら、家庭の状況に応じた相談や支援を切れ目
なく一体的に行うことが目的。

05
健康

06
福祉

議員から質問！

予算金額 98万2千円

Q実施場所と周知は？
A保健センター。町公式LINE、広報、ホーム
ページ、コドモン、ハガキを送付。

Q保育園で実施している所もあるが本町が保健
センターで行う理由は？

Aこども家庭庁の実施要綱で原則、保健セン
ターで集団健診として行うとあるため。

Q医師は町内の医師に依頼するのか？
A町内医師団に相談し、フリーランスの小児科
医に協力いただく予定。

議員から質問！

予算金額 171万円

Q相談支援専門員は何人分作成するのか？
A対象となる人数は、障がい者194人分、障が
い児53人分。予算計上は障がい者102人分、
障がい児43人分。

Q個別避難計画の管理方法は？
A民生委員、自主防災会で個人情報のため鍵
がかかるところ、人の目に触れない所に保管
する。

Q個別避難計画を管理される人の把握の所管は？
A防災交通課。

議員から質問！

予算金額 4561万円

Q事業の概要は？
A子育て支援課内にある、こども家庭総合支援
拠点、南部子育て支援センター内にある子育
て世帯包括支援センターを保健センターに集
約。母子保健と児童福祉の一体的支援事業。

Q増加人員は？
A社会福祉士、公認心理士、各1名。

Qセンター長は誰か？
A子育て支援課長が兼任。
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公共交流拠点整備に民活を

中小企業等振興基本条例制定

４カ所目のエコステーション07
省資源

公共交流拠点整備事業コンストラクション・
マネジメント（CM）業務委託料
公共交流拠点整備事業の全般にわたり、民間の
ノウハウを活用し事業を推進します。

中小企業者等の振興を図り、地域社会の発展お
よび町民生活の向上に寄与するための条例を制
定しました。

資源回収エコステーション整備事業
クリーンセンター常武跡地に町内４カ所目とな
るエコステーションを令和７年度中に、併設す
るリユースステーションを令和８年オープンに
向けて整備します。

08
まち
づくり

09
産業

議員から質問！

予算金額 1939万8千円

Q委託事業の概要は？
A専門的な知見やノウハウをもつＣＭ専門会社
から、公共施設等基本計画の策定過程や事業
化検討パートナーの選定時等に、的確な判断
を行うための助言を頂く等。

Q委託先の資格は？
A同種業務の実績や、有資格者の配置等。

議員から質問！

Q制定にあたり関係機関との調整は？
A中小企業・大企業、商工会、金融機関および
行政で構成する検討会議を実施した。

Q適正運用の把握方法は？
A検討会議を継続し、課題などについて意見等
を頂き、適正な運用をしていく。

議員から質問！

予算金額 1億3970万2千円

Q併設するリユースステーションの概要は？
A令和７年度の整備工事で、建物１階部分を改修
し、リユース品の展示スペースの他、倉庫、ロッ
カー室、多目的トイレ、授乳室を整備します。

Q町外者の搬入防止対策は？
A他のエコステーション同様、免許証の確認な
どを実施する。
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定額減税調整給付を実施！

国の補助や協賛金も活用

定額減税補足給付金（調整給付）事業費
国の経済対策に基づき、定額減税しきれないと
見込まれる方への給付金事業。

第7回武豊ふれあい山車まつり事業補助金
町制70周年記念事業「第7回武豊ふれあい山車
まつり」の実行委員会への補助金。

02
企画

議員から質問！

補正金額 2947万5千円 減額

Q減額の要因は？
A対象者を8500人と見込んでいたが、実際の
支給人数が7985人であったため。

Q事業終了はいつか？
A令和６年12月27日である。
Qもれなく給付はできたか？
A給付対象者8059人のうち、給付できたのは
7985人である。

Q給付できていない方へどのような対応をしたか？
A２回再勧奨通知を送付し、給付に努めた。

議員から質問！

補正金額 1490万円 減額

Q減額となった主な理由は？
A会場設営等にあたる委託料など約600万円。
他に収入として文化庁からの補助金約370万
円。企業等からの協賛金約490万円があった
ため、総事業費の減額となった。

Q委託料減額600万円の内訳は？
A会場設営等約60万円、チラシ等約210万円、
山車運行に関わる支障物件移転等工事費約
120万円、山車運行に関わる保険料約110万
円、予備費100万円である。

年度途中に起こった災害や法改正に対応する

ために当初に決めた予算を増額または減額

する予算のことです。3月の定例会では、12月

までの実績に基づく補正が行われる傾向があ

ります。

補正予算令和6年度 今年度の予算が
増・減額されました

○「補正予算」ってなに？

01
税務
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産後も安心できる環境を

学校教育もペーパーレス化

保育人材の確保を目指して03
子育て

産後ケア事業委託料
産後にケアが必要な方へ訪問等を行い、必要な
ケアを受けていただけるサービス事業委託料。

副教材印刷製本費
紙で配布されていた副教材をデータ化し、タブ
レット等で活用することでペーパーレス化を推
進する。

保育園管理費  紹介手数料
保育園職員を新たに採用するための紹介制度。
採用が決まった時に紹介者へ支払われる手数料。

04

05
教育

議員から質問！

補正金額 61万9千円 増額

Q増額補正の要因は？
A12月末までの利用実績に応じて増額する。

Q利用実績が伸びた理由は？
A利用料の補助の増額とあわせ周知がされて
きていると考える。特にアウトリーチ型の依
頼が増えている。

Q利用に至る主なきっかけは？
A母子健康手帳交付時における保健師からの
紹介とお母さん同士の口コミと認識している。

議員から質問！

補正金額 199万8千円 減額

Q減額理由は？
A今まで紙で作成していた国語の「ひらがな」
をデータでの活用に変更した。その他に、社
会科の副教材「たけとよ」「白地図」の請負残
である。

Q「ひらがな」をデータへ変更による削減額は？
A100万2760円である。

Q他の副教材のデータへ変更は？
Aできるところから行う考えである。

議員から質問！

補正金額 75万6千円 減額

Q応募13名の中で2名の採用になった理由は？
A勤務条件、特に勤務時間が合わなかった。

Q保育環境に問題があって選ばれなかったとい
うことは？
A問題はなかったと思っている。

Q事前に条件を提示していないのか？
A提示している。応募者に複数の紹介がある状
況の中、詳しく話し合った結果である。

健康
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子供の遊び場補助金の減額

エコステーションの運営間近

緑化推進事業費の減額

公園一般管理費 子供の遊び場補助金
この補助金は、区管理の「子供の遊び場」に対す
る、樹木の剪定やフェンスなどの施設改修など
に補助を行うものです。

緑化推進事業費 都市緑化推進事業補助金
愛知県が行う「あいち森と緑づくり都市緑化事
業」に基づく補助事業として、住民の敷地などに
緑化をするための補助金です。

07
公園

08
土木

議員から質問！

補正金額  104万9千円 減額

Q減額理由は？
A当初予算は各区にヒアリングを行い計上した
が、各区の予定変更などにより減額となりま
した。

Q予算計上の際に緊急度を考慮しますか？
A各区へのヒアリングの際に緊急度を把握し
ています。

資源回収エコステーション整備工事
きたやま資源回収エコステーションが令和7年
夏に開所予定であり工事も着々と進んでいま
す。駐車場も広く、非常に使いやすい施設になっ
ています。

06
環境

議員から質問！

補正金額 6040万1千円 減額

Q資源回収エコステーション整備工事の減額
理由は？

A確実に売電契約ができる手法を採用するた
め、太陽光パネルの規模の見直しを行ったこ
とによるもの。

Q太陽光パネルの規模縮小とのことだが、どの
程度縮小したのか？

A当初の発電量約44.28kw/hから9.8kw/h
へ縮小した。

議員から質問！

補正金額 908万1千円 減額

Q減額となった主な理由は？
A住民からの事前相談件数や、実績などを参考
に、予算計上しておりましたが、実際の申請に
よる件数や金額が少なかったため、減額とな
りました。

R7年2月撮影



反対
討論

賛成
討論

議員討論

小中学生の給食費の無償化を！
議案第17号　令和７年度武豊町一般会計予算

国保税の負担軽減を！
議案第31号
武豊町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例について

バランス良く、町の発展につながる予算！
議案第17号　令和７年度武豊町一般会計予算

予算総額は、182億4100万円。町税は、法人町民税、償却資産税は減少だが、財政
調整基金の活用や、学校給食センター整備事業等の適債事業推進のため、9億
9730万円を町債で補填。歳出では、環境保全や少子高齢化対策、安心安全、快適
なまちづくりをバランス良く予算化されている。主な施策は、武豊中央公園南側の公共
施設基本計画の策定を始め、子育て支援、こども計画に基づく各種事業の推進、地震・
防災対策の推進や個別避難計画の作成、農地の利用集積や新規就農者の育成、地
域計画の取組みなど、町の発展につながる良い予算と判断しました。

消費税が10％に引き上げにより、生活経済に多大
な負の影響を与えている。政府に対して、5％への
減税を求めよ。
幼児教育の無償化は、一部始められているが、全
園児を対象に拡大すべきである。園児・小中学生
の給食費の無償化を求める。
リニア新線建設、名浜道路建設など、大型公共事
業推進団体への負担金については、再検討すべき
である。
行政協力委員、役場事務委託料の大幅増を求める。

国保税の、均等割課税は所得のな
い人にも課税する制度であり、廃止・
軽減を求める。

町議会の議員討論は、お互いに議論を交わし合うことでは
なく、賛否の理由を述べることにより自分の意見に賛成・
同調することを他の議員に求めることです。

梶田　進
かじた　　  すすむ

みらい  久野　勇
くの　　     いさむ

他37議案は全員賛成により可決されました。 議案の採決結果一覧はこちら ▶▶▶

会　派　名 みらいきずな
政和
クラブ

公明党
議員団

議案名と主な内容
（議案名は一部省略しています）

議案
番号

○：賛成　●：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。採決結果で意見が分かれた議案（3月定例会）

令和６年度武豊町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第3号）

議案
第15号

令和7年度武豊町後期高齢者医療特別会計予算議案
第19号

武豊町国民健康保険税条例の一部改正について議案
第31号

本
村
　
強

梶
田 

進

石
川
よ
し
は
る

南 

賢
治

鳥
居 

美
和

甲
斐
百
合
子

櫻
井 

雅
美

福
本 

貴
久

久
野 

勇

石
原 

壽
朗

鈴
木 

一
也

青
木 

信
哉

谷
川
健
一
郎

松
本 

万
之

石
川 

喜
次

無会派

可○●○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可○●○○○○○○○○○○○○

令和7年度武豊町国民健康保険事業特別会計予算議案
第18号 可○●○○○○○○○○○○○○

令和7年度武豊町一般会計予算議案
第17号 可○●○○○○○○○○○○○○

可○●○○○○○○○○○○○○

議
　
　
　
長
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きずな  石川 喜次
いしかわ　    よしじ

会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の申請方法
も掲載しております。

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

［ 3月4日･5日 ］
13人の議員が質問傍聴のご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

令和7年 第２回定例会（予定）
5/ 22 （木）   請願・陳情提出期限

6/ 3 （火） 9：00 開会

 5 （木） 9：00 一般質問１日目

 6 （金） 9：00 一般質問２日目

 13 （金） 9：00 議案に対する質疑

 17 （火） 9：00 文教厚生委員会

   14：00 総務企画委員会

 18 （水） 9：00 建設経済委員会

 24 （火） 14：00 閉会

一般質問の様子がテレビで放送されます。
6/14（土）・21（土） ９時～
CCNCケーブルテレビにて放送予定！

《答弁部署の略号》

次
回
の
議
会
は…

議
会
を

傍
聴
で
き
ま
す
！

テ
レ
ビ
で
議
会
を

観
て
み
ま
せ
ん
か
？

どなたでも傍聴可能です。
２階の議場の入り口にて受付をしております。
お気軽にお越しください。

令和7年度当初予算の概要と
「会派きずな要望」の予算反
映について確認する。

総 総務部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部企 企画部

Q
今
後
の
町
政
に
託
す
思
い
は
。

A

　

今
後
の
武
豊
町
の
発
展
と

町
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
切
に
願
い
、

す
べ
て
の
町
民
に「
住
み
続
け
た

い
ま
ち
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
町
政
を
願
う
。

Q
予
算
編
成
に
お
け
る
留
意
点
、

特
徴
は
。

A　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
く
施
策
効
果
が
感
じ

ら
れ
る
事
業
展
開
と
、
将
来
負

担
と
健
全
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
に

留
意
し
た
。
特
徴
は
、
土
地
利

用
な
ど
大
き
く
構
図
が
変
わ
る

可
能
性
を
見
据
え
た
予
算
編
成

と
し
た
。

Q
「
会
派
き
ず
な
」の
予
算
措
置

要
望
の
反
映
状
況
は
。

A　

①「
武
豊
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
」を
策
定
す
る
。
ま
た
、
新
た

に
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
や
町
民
会

館
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
②
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
げ
る
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
③
大
規

模
災
害
に
備
え
、
避
難
所
と
な

る
武
中
に
11
基
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
④
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図
る
た
め
、

民
間
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備

費
や
運
営
費
に
対
し
補
助
す
る
。

⑤
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
介
護
事
業

と
す
る
た
め
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た「
健
康
と
く
ら
し
の
調

査
」を
実
施
す
る
。
⑥
国
民
健
康

保
険
の
特
定
検
診
お
よ
び
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
対
象
者
に
、

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
。
な
ど
。
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Q 新年度予算編成の特徴は

A ダイナミズム（力強さ）

町長総 町長



みらい  久野　勇
く  の　   　   いさむ

政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

住民の安心安全のために、耐震
改修のための、速やかに新たな
制度設計が求められる。

会
派
代
表

過去に起きた巨大地震の被
害を参考にした、早めの減災
対策が最優先。

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

A　

現
在
の
補
助
額
の
水
準

は
、
低
い
も
の
と
考
え
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、
考
え
て
な
い
。

Q
一
般
財
源
は
減
額
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
住
民
か
ら
見
れ
ば
耐

震
化
に
対
し
て
後
向
き
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
見
解
は
。

A　

本
町
と
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
認
識
は
し
て
い
な
い
。

11　　議会たけとよ   No.191  2025年5月1日発行

Q 新たな補助制度への対応は

A 県の助成制度は検討する

Q
県
が
創
設
す
る「
精
密
診
断

法
」を
用
い
た
補
強
設
計
費
に

補
助
す
る
制
度
に
、 

ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

A　

県
の
状
況
や
、
県
内
の
他

自
治
体
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

し
、
耐
震
化
の
促
進
に
繫
が
る
効

果
的
な
制
度
な
の
か
ど
う
か
研

究
し
た
上
で
、
対
応
に
つ
い
て
、

判
断
す
る
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
耐
震
改
修

や
建
て
替
え
を
し
な
い
理
由
は
、

費
用
が
捻
出
で
き
な
い
と
答
え

ら
れ
た
方
が
47
％
で
ト
ッ
プ
で
あ

る
。
県
の
制
度
は
、
費
用
を
安
く

す
る
と
い
う
方
針
な
の
に
、
研
究

す
る
と
い
の
は
お
か
し
い
と
考
え

る
が
見
解
は
。

A　

 

他
の
ま
ち
と
の
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Q
国
は
、
昨
今
の
資
材
価
格
や

人
件
費
の
上
昇
で
、
工
事
費
用

が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
住
宅
の

耐
震
化
に
対
す
る
費
用
補
助
を

１
０
０
万
円
か
ら
１
１
５
万
円
に

引
き
上
げ
た
。
本
町
で
は
ど
の
よ

想
定
し
備
蓄
ト
イ
レ
を
90
基
、
便

袋
も
７
日
分
を
準
備
予
定
。マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
も
準
備
予
定
。

Q
妊
婦
や
授
乳
期
の
女
性
等
に

対
し
居
場
所
の
確
保
は
。

A　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
確
保
が

可
能
な
屋
内
用
テ
ン
ト
を
配
備
。

Q
個
別
避
難
計
画
の
作
成
は
。

A　

防
災
交
通
課
、
福
祉
課
で

進
め
る
。
区
へ
の
加
入
、
非
開
示

の
方
へ
の
対
応
に
も
努
め
る
。

Q 地震等防災対策の現状は

A 地域、町県国の連携プレーで

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確

率
が
30
年
以
内
に
80
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
こ
の
地
域
で
も
巨
大

地
震
の
発
生
に
よ
る
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
。
震
度
７
を
想
定
し
た

場
合
、
人
的
被
害
は
建
物
倒
壊

で
約
４
０
０
人
、
他
１
０
０
人
等
。

建
物
被
害
は
倒
壊
約
６
０
０
０

棟
、
他
１
３
２
０
棟
を
、
予
想
し

て
い
る
。
現
状
で
は
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
、
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
、
防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
、

資
機
材
の
点
検
な
ど
実
施
し
て

い
る
が
自
助
、
共
助
、
公
助
が
最

も
必
要
で
あ
る
。

Q
医
療
関
係
の
連
携
は
。

A　

県
に
対
し
必
要
に
応
じ
て

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣

要
請
を
行
う
。
医
療
従
事
者
に

つ
い
て
は
知
多
郡
医
師
会
、
武
豊

町
医
師
団
の
協
力
を
得
て
確
保
。

県
は
必
要
に
応
じ
厚
生
労
働
省

に
要
請
。

Q
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
対

応
は
。

A　

避
難
者
数
４
５
０
０
人
を

建

建建

総 総

総 総

▲武豊小 避難所運営訓練

町長

▲能登半島地震の被災地



みらい  福本 貴久
ふくもと　たかひさ

公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

会
派
代
表

個
人
質
問

高齢者の「移動支援」は、コミュ
ニティバスだけでなく、もっと福
祉の支援を！

5期20年間の籾山芳輝町長
の行政運営は、今後の武豊町
にとって貴重な財産。

取
る
こ
と
で
、
町
政
に
反
映
を
し

た
。
二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
巡
回

点
検
、
各
区
に
足
を
運
び
生
の

声
を
聞
い
た
。
三
つ
目
は
、
町
長

へ
の
提
案
・
町
政
へ
の
意
見
、
約

２
７
０
０
件
提
出
さ
れ
、
早
期
に

解
決
で
き
る
よ
う
進
め
た
。

Q
町
民
や
次
期
町
長
に
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
れ
ば
伺
う
。

A　

今
後
も
町
民
と
行
政
が
、

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
、
と
も
に

力
を
合
わ
せ
、
未
来
の
新
た
な

武
豊
町
を
創
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
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Q 町民や次期町長に伝えたい事

A 新たな武豊町を創って欲しい

Q
20
年
間
の
町
政
運
営
で
、
大

き
な
成
果
を
得
ら
れ
た
施
策
は

何
か
伺
う
。

A　

一
つ
目
は
、
衣
浦
港
３
号

地
廃
棄
物
最
終
処
分
場
事
業
、

こ
の
貢
献
事
業
で
、
知
多
東
部

線
の
Ｊ
Ａ
富
貴
支
店
ま
で
の
南

進
・
商
工
会
の
入
る
地
域
交
流

施
設
・
資
源
回
収
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
整
備
を
実
施
。
二

つ
目
は
、
ゆ
め
く
り
ん
と
屋
内
温

泉
プ
ー
ル
の
建
設
、
ゆ
め
く
り
ん

の
余
熱
を
活
用
し
た
屋
内
温
水

プ
ー
ル
は
、
年
間
約
12
万
人
が

利
用
し
、
さ
ら
に
町
内
全
小
学

校
の
水
泳
授
業
も
行
っ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
野
菜
茶
業
研
究
所

跡
地
取
得
、
現
在
は
中
央
公
園

と
半
田
消
防
署
武
豊
支
署
が
供

用
開
始
さ
れ
、
今
後
は
公
共
機

能
集
積
エ
リ
ア
と
し
て
役
場
を

含
め
、
住
民
が
集
う
こ
と
の
で
き

る
場
所
と
な
る
。

Q
町
民
の
意
見
を
政
策
に
反
映

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A　

 

一
つ
目
は
、
町
長
談
話
室
、

町
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

努
め
て
い
く
。

Q
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

を
、
本
町
で
も
導
入
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

A　

今
年
度
よ
り
障
が
い
者
等

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
の
対
象

者
を
拡
大
し
、
要
介
護
３
以
上
の

人
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
料
金
の
基

本
料
金
を
助
成
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
買
い
物
支
援
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
も
し
て

い
る
。

Q 高齢者タクシー助成制度を！

A 現行の制度で実施していく

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
と
接

続
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

A　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

は
、お
年
寄
り
な
ど
住
民
が
安
全

に
暮
ら
せ
、
気
軽
に
移
動
で
き
る

生
活
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
平
成
22
年
７
月
に
運
行
を

開
始
し
た
。
令
和
５
年
度
の
利
用

者
は
、
３
倍
近
く
の
８
８
２
５
６

人
と
な
っ
た
。
接
続
タ
ク
シ
ー
事

業
は
、
令
和
４
年
度
に
自
宅
か
ら

最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
利
用
範
囲

を
拡
大
し
た
が
、
利
用
者
の
増
加

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
補
助
に

関
し
て
検
討
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

A　
「
生
活
支
援
部
会
」「
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
た
け
と
よ
」に
お
い

て
検
討
し
た
。

　

シ
ニ
ア
カ
ー
の
必
要
な
方
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
介
護
保
険
制
度

（
要
介
護
２
以
上
）の
レ
ン
タ
ル
が

利
用
で
き
る
た
め
、
購
入
す
る
よ

り
も
、
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
方
が
良
い
。
今
後
も
制
度
の
周

知
と
買
い
物
支
援
な
ど
の
充
実
に

町長町長

町長

総福

福

▲籾山町長と周年事業のPR



きずな  松本 万之
まつもと　  かずゆき

個
人
質
問

ごみ集積所へカラスが都度飛
来し、ごみ袋を漁り生ごみなどを
啄み廻りを汚している状況。

に
す
る
箇
所
は
被
害
に
遭
う
確

率
が
高
い
の
で
、
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
型
や
蓋
付
き
収
納
タ
イ
プ
へ
の

変
更
予
定
は
あ
る
か
。

A

　

過
去
に
は
金
属
製
の
枠
や

箱
状
集
積
箱
を
設
置
し
て
い
た

が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
常
時
ご
み

が
出
さ
れ
る
状
況
も
あ
っ
た
た

め
、
住
民
の
意
見
を
受
け
、
金
属

製
の
枠
や
箱
を
撤
去
し
た
経
緯

が
あ
る
。

公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

Q
町
内
の
各
地
で
発
生
し
て
い

る
ご
み
集
積
所
の
被
害
等
で
の

苦
情
や
相
談
件
数
は
。

A

　

環
境
課
に
寄
せ
ら
れ
た
、

ご
み
集
積
所
に
お
け
る
カ
ラ
ス

等
の
動
物
が
関
与
し
た
と
思
わ

れ
る
被
害
の
通
報
や
苦
情
相
談

件
数
は
令
和
４
年
度
は
31
件
、

令
和
５
年
度
は
49
件
、令
和
６
年

度
は
52
件
。

Q
散
乱
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
く
啓
発

や
効
果
検
証
は
如
何
に
。

A

　

 
散
乱
防
止
の
原
因
と
考
え

ら
れ
る
、
ご
み
収
集
日
の
前
日

よ
り
出
す「
早
出
し
禁
止
」ご
み

袋
が
カ
ラ
ス
対
策
用
ネ
ッ
ト
か

ら
は
み
だ
す
こ
と
の
な
い
よ
う

正
し
く
掛
け
て
い
た
だ
く
な
ど

の
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し

集
積
所
に
掲
示
。
更
に
環
境
課

の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に

よ
る
巡
回
を
行
っ
て
い
て
効
果
の

確
認
を
し
て
い
る
。

Q
集
積
所
で
ご
み
袋
を
直
置
き

Q
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
が

災
害
時
に
緊
急
通
報
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で

す
か
。

A

　

「
Ne
t
119 
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
」と「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」が
あ
り
ま
す
。「
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
」は
、
聴
覚
や
発
話
に

困
難
の
あ
る
人
と
、
き
こ
え
る

人
と
の
会
話
を
通
訳
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が「
手
話
」や「
文
字
」な
ど

に
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
話

で
即
時
双
方
向
に
つ
な
が
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Q「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」を

広
報
紙
で
周
知
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

A　

今
後
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、
L
I
N
E
や

広
報
紙
を
利
用
し
て
周
知
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

A　

本
町
に
お
い
て
も
手
話
は

「
一
つ
の
言
語
」で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
記
念
式
典
な
ど
に
お
い
て

手
話
通
訳
の
配
置
を
行
い
、
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
本
町
に
定
め
は
な
い

が
、
平
成
28
年
に
愛
知
県
が「
手

話
言
語
の
普
及
お
よ
び
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
条
例
」を
制
定
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
手
話
言
語
条
例

の
制
定
は
近
隣
市
町
の
状
況
を

見
な
が
ら
一
歩
ず
つ
前
に
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲カラスによる散乱被害

経経

経

福福

Q 手話言語条例について考えは

A 近隣市町の状況をみて進める
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Q ごみ集積所でカラス被害対策

A ごみ出しに関するルール遵守

町長

手話言語の普及促進のために
も一日も早い本町の手話言語
条例の制定を希望します。



きずな  石原 壽朗

本村　強
もとむら　 　つよし

いしはら　  じゅろう

物価高騰の波は、2人以上家
庭のエンゲル係数を28.3％
と押し上げている。

個
人
質
問

町内公園の老朽化施設や遊具
は速やかに整備が必要。

が
負
担
し
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
き
た
。
令
和
７

年
度
も
10
円
ず
つ
上
乗
せ
し
て

小
学
校
で
も
一
食
あ
た
り
50
円
、

中
学
校
で
60
円
の
公
費
負
担
を

見
込
ん
で
い
る
。
保
護
者
の
負
担

額
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
公
費

負
担
を
継
続
す
る
。

　

 

米
、
卵
、
野
菜
な
ど
の
高
騰

分
を
家
庭
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
町
が
負
担
。
管
理
栄
養
士

が
献
立
の
工
夫
な
ど
を
行
い
、
現

時
点
で
は
物
価
高
騰
分
を
保
護

者
負
担
に
す
る
予
定
は
な
い
。
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Q 住民税非課税世帯の給付は

A 3月下旬から順次進める

Q
国
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
重
点

支
援
地
方
交
付
金
の
使
途
は
。

A　

生
活
者
支
援
、
事
業
者
支

援
と
し
て
の
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
、
本
町
に
お
い
て
は
、
交
付

金
６
７
１
４
万
円
の
う
ち
約
３
０

０
０
万
円
を
学
校
給
食
費
高
騰

分
に
充
当
し
た
。
な
お
、
残
額
に

つ
い
て
は
来
年
度
に
繰
り
越
し
、

給
食
費
を
含
め
活
用
メ
ニ
ュ
ー
を

検
討
す
る
。

Q
低
所
得
世
帯
支
援
枠
を
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
だ
け
で
な
く
、

均
等
割
の
み
課
税
者
ま
で
拡
大

し
て
の
給
付
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

A　

枠
を
拡
大
し
て
給
付
す

る
に
は
、
個
別
シ
ス
テ
ム
改
修

費
を
含
む
諸
費
用
と
人
件
費
が

か
か
る
。

Q
賄
材
料
費
の
高
騰
で
、学
校
、

保
育
園
給
食
へ
の
影
響
は
。

A　

多
く
の
食
材
の
価
格
が
軒

並
み
上
昇
。
物
価
高
騰
分
を
町

Q
熊
野
池
公
園
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
や
熊
野
池
西
側
の
公
園
整
備

計
画
が
令
和
６
年
度
以
降
の
実

施
計
画
か
ら
削
除
さ
れ
た
が
、

い
つ
頃
整
備
開
始
と
な
る
か
。

A　

実
施
設
計
業
務
の
結
果
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
基
礎
部
分
の
老
朽

化
が
激
し
く
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
検
討
す
る

期
間
を
頂
き
た
い
。

Q 公園施設再編計画の目的は

A より楽しめる身近な公園を

　

武
豊
町
が
管
理
し
て
い
る
96
箇

所
の
公
園
を
、そ
の
役
割
や
機
能

を
改
め
て
評
価
し
再
編
成
す
る「
武

豊
町
公
園
施
設
再
編
計
画
」が
策

定
さ
れ
て
い
る
。

Q
公
園
は
憩
い
や
賑
わ
い
の
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
時
の
避
難
場

所
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

拠
点
な
ど
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
で
あ
る
が
、
今
回
策

定
さ
れ
る
公
園
再
編
計
画
の
目

的
や
概
要
は
。

A　

適
正
な
施
設
配
置
、
公
園

機
能
の
再
編
、
維
持
管
理
方
針

の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
公
園
の

立
地
や
規
模
、
利
用
状
況
、
周
辺

環
境
な
ど
の
分
析
に
加
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
て
、
維

持
管
理
費
を
抑
え
つ
つ
、
町
民
が

よ
り
楽
し
め
る
身
近
な
公
園
を

増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。

Q
愛
知
県
の
森
と
緑
づ
く
り
事

業
は
自
治
体
の
事
業
も
対
象
と

な
る
た
め
、
武
豊
町
独
自
の
施

策
に
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

A　

今
後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

▲補修が待たれる熊野池ウッドデッキ

▲給食材料

企福教

福

建

建 町長



かじた　    すすむ

梶田  進

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

個
人
質
問

現在でも高いといわれてい
る国保料が引き上げられま
す。低所得者に大きな負担
です。

Q
以
前
、
行
っ
て
い
た
、一
般
会

計
か
ら
の「
そ
の
他
繰
入
れ
」を

行
い
、
被
保
険
者
負
担
の
軽
減
を

図
る
べ
き
だ
。

A

　

国
保
税
と
法
で
定
め
ら
れ

た
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
等
と
町

か
ら
の
繰
入
金
で
運
営
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、国
・
県
の
運
営
方

針
に
も「
法
定
外
の
繰
入
」は
行
わ

な
い
と
な
っ
て
い
る
。国
・
県
と
共

に「
法
定
外
の
繰
入
」は
考
え
て
い

な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
２
年
ご
と
の
見
直
し
を
、

今
後
は
毎
年
見
直
し
を
す
る
。

　

今
回
の
改
定
は
町
民
へ
の
負

担
を
少
な
く
見
せ
か
け
る
も
の

で
、
姑
息
で
不
謹
慎
で
あ
る
。

Q
今
回
の
改
定
で
、
税
率
改
正

の
目
的
が
達
成
で
き
る
の
か
。

A　

国
保
税
の
急
激
な
伸
び
を

抑
え
る
た
め
、
国
保
会
計
の
財
政

調
整
基
金
約
６
０
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
、
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

減
し
つ
つ
、
適
切
な
国
保
運
営
が

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
被
用
者
へ
の
適
用
拡
大
、
団
塊

世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が

減
少
し
た
の
は
、
国
が
承
知
し
た

う
え
で
、
法
改
正
し
て
い
る
。
国

に
対
し
て
応
分
の
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

A

　

担
当
課
長
会
議
等
で
も
、

そ
の
議
論
は
さ
れ
て
お
り
、国
・
県

に
対
し
て
、助
成
す
る
よ
う
話
を

し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
策
定
の「
第
３
次

武
豊
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
」

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

１
か
月
を
守
ら
ず
３
週
間
、
協

議
会
は
設
置
を
忘
れ
、
２
月
に

委
嘱
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

へ
の
仕
様
書
に
提
出
書
類
と
さ

れ
て
い
た
会
議
録
も
協
議
書
も

な
い
。
第
２
次
に
は
記
載
さ
れ
て

い
た「
推
進
協
議
会
設
置
要
綱
」

と「
策
定
事
務
経
過
」は
３
次
で

は
削
除
さ
れ
て
い
た
。
再
発
防

止
策
の
提
示
を
求
め
て
い
た
が
、

計
画
一
覧
の
作
成
に
応
じ
た
の

み
で
、
対
応
が
さ
れ
な
い
た
め
、

一
般
質
問
に
踏
み
切
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
策
定
の「
第

２
次
武
豊
町
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」は
、
第
１
次
の
実
施

期
間
が
平
成
19
〜
23
年
、
13
年

計
画
を
立
て
忘
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
お
い
て
は
、
閲
覧
期
間
開
始

後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
な
い
こ
と
が
、
何
度
も
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。

Q
ミ
ス
が
起
き
た
場
合
に
、
ど

こ
が
フ
ォ
ロ
ー
し
、
リ
カ
バ
リ
ー

す
る
の
か
。

A

　

チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
つ
い
て

は
、
今
後
組
織
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

Q
計
画
策
定
に
詳
し
く
な
い
職
員

に
向
け
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作

成
を
し
て
は
ど
う
か
。

A　

今
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
わ
か
り
や
す

く
し
て
い
き
た
い
。

　

組
織
と
し
て
リ
カ
バ
リ
ー
し
、

再
発
防
止
に
努
め
て
ほ
し
い
。

町長

福

Q 検査調書のチェックリストは

A 検討して何か形にしていく
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Q 保険税引き上げ分は

A 基金取り崩しにより負担軽減

町長

ミスを隠すのではなく、リカバ
リーと再発防止策を早く示すこ
とが重要！

企 企



とば ひさし

きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

多方面に活躍できるドローン
の導入など新技術の活用を
積極的に進めてほしい。

個
人
質
問

積極投資できるこの10年間
が武豊町を変える最後のチャ
ンス！

A　

近
隣
市
町
で
は
、
東
浦
町

が
所
有
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、

知
多
中
部
消
防
本
部
に
て
２
台

所
有
を
確
認
し
て
い
る
。

Q
仮
設
住
宅
の
巡
回
監
視
、
防

災
イ
ベ
ン
ト
、
建
築
や
農
業
で
も

活
用
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
は

時
流
に
合
っ
て
い
る
か
。

A　

時
流
に
合
っ
て
い
る
と
思

う
。
中
学
生
に
見
て
て
も
ら
い
、

防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
、
お
も
し
ろ
い
視
点
だ
と
感

じ
た
。
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Q 中学生防災リーダーの協力は

A 協力体制の構築に努める

Q
被
災
後
、
仮
設
住
宅
な
ど
の

治
安
低
下
に
つ
い
て
対
策
は
。

A　

施
錠
や
近
所
に
あ
い
さ
つ

な
ど
意
識
の
向
上
を
促
し
て
い
く
。

Q
仮
設
住
宅
に
お
け
る
豪
雨
等

の
二
重
被
災
へ
の
備
え
は
。

A　

県
と
協
議
を
し
な
が
ら
建

設
予
定
地
の
選
定
を
行
う
。

Q
中
学
生
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

資
格
を
取
得
し
た
方
と
の
協
力

体
制
は
。

A　

協
力
体
制
は
築
け
て
い
な

い
。
今
後
防
災
訓
練
等
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
周
知

し
て
い
く
。

Q
自
主
防
災
会
な
ど
の
高
齢
化

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

A　

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら

え
て
、
次
に
つ
な
が
る
よ
う
な

声
掛
け
を
行
う
。

Q
災
害
現
場
等
で
活
躍
す
る
ド

ロ
ー
ン
の
所
有
状
況
は
。

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
私
は
こ

こ
数
年
、
駅
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

や
地
域
活
動
を
す
る
中
で「
最

近
、
武
豊
町
の
元
気
が
な
い
」「
駅

前
の
空
き
地
が
増
え
て
さ
び
し

い
」「
駅
が
無
人
化
に
な
っ
て
不

便
」と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
今
の
武
豊
町
を
見
て

い
る
と
私
は
ど
う
し
て
も
思
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。「
も
っ
た
い
な
い

と
」。
武
豊
町
に
は
深
刻
な
課
題

も
山
積
み
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ｅ
Ｒ

Ａ
リ
プ
レ
ー
ス
に
よ
り
固
定
資
産

税
は
約
30
億
円
増
え
ま
し
た
。し

か
し
、こ
の
増
収
は
15
年
で
消
え

る
償
却
資
産
で
す
。

　

積
極
投
資
で
き
る
こ
の
10
年
間

が
、
武
豊
町
の
政
策
と
お
金
の
使

い
方
を
変
え
る「
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
」で
す
。

Q 今後の町政の課題は

A 人口減少、少子高齢化など

Q
今
後
の
町
政
に
お
け
る
主
な

課
題
は
。

A　

１
点
目
は
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
の
進
行
。
新
た
な
工

業
用
地
の
確
保
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
。
２
点
目
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
。
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
進

め
る
。
３
点
目
は
防
災
対
策
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
重
要

で
あ
り
、
公
助
の
限
界
が
あ
る
。

　

籾
山
町
長
、
20
年
間
の
町
政
運

営
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

多
く
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
力

を
尽
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
改

建建総総

総町長

町長

▲出生数が大きく減少
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視覚障害者にやさしいまちづくり

Q視覚障害者に対応した日常生活用
具給付等事業には、具体的にどのよ
うなものがあるのか。

過去に行った一般質問に対し、その後どのように町政に反映されたかを徹底追跡します！

A情報や意思疎通を支援する用具とし
ては、読書など文字を読むときに、
文字を大きく見ることができる視覚
障害者用拡大読書器などがある。

令和４年４月より、“暗所視支援鏡※”が日常生活用
具に追加されました。

※高感度カメラで捉えた微光をさせる機能を有し、眼鏡ディスプレイ
に鮮明に投影できるもので、視覚障害者が容易に使用しえるもの
です。

その後
どうなった

？

Q読書バリアフリー法の成立をうけ、電
子書籍の導入は視覚障害者のみな
らず、時代の流れの中で多くの住民
ニーズを的確に捉えていると考える
が、導入に対する見解は。

A先行的に電子図書館サービスを始
めている県内10館ほどの公共図書
館や近隣市町の状況を確認しなが
ら、調査・研究していく。

そ
の
後

そ
の
後

行政視察リポート
知多郡東浦町議会視察受入

～議員視察～

　当町の災害対応型LPガスバルク供給システムの設備に
ついて、東浦町の視察を受け入れました。

2月7日

視察会議風景 武豊中学校 空調

（令和3年9月議会）

（令和3年9月議会）

令和６年１０月より、
“オーディオブック※”
が導入されました。

※ナレーターや声優が本
を朗読した「耳で聴く
本」です。ご自身のパ
ソコンやスマートフォン
などから、武豊町立図書館のホームページにアクセスし、資料検索
から聴きたい本を選び、無料（通信料別）で利用できます。

（令和5年４月1日より5年間）
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2024 2023

184185186187188189190

2025
23.9 神奈川県開成町へ視察

23.6発行 臨時号23.8発行号23.11発行号24.2発行号24.5発行号24.8発行号24.11発行号25.2発行号

23.１２ 住民対話集会
24.2 全国町村議会広報全国コンクール
 表紙デザイン賞 銀賞受賞

24.2 武豊町議会YouTubeチャンネル開設

24.8 愛知県町村議会広報研修会
町民インタビュー取材
議員が毎回取材に行っています。

24.4 議員による住民への
 取材・アンケート活動

25.1 議場への案内動画制作

議会だより 特別委員会 ２年間のあゆみ
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武豊町議会
ホームページ

和太鼓を始めたきっかけは
　武豊小学校のクラブ活動で和太鼓に出会いました。
運動は苦手でゲームが大好きな僕が初めて「面白い！」
と思いました。ドンピシャにハマった。家でも布団を叩い
てリズム練習をするくらい夢中になり、中学2年の時に
神戸で活躍している「松村組」の演奏をゆめたろうプラ
ザで観て「これだ！」和太鼓のプロ演奏家になる夢がで
きました。1年間はお茶くみや雑用係と大変でしたが、
19歳で正式に入り舞台に立つことができました。

プロの和太鼓奏者としての活動内容は
　「松村組」の舞台は7人編成。3番手として和太鼓を
叩き、遠くは北海道などで全国ツアーに参加しました。
「松村組」のある神戸市は音楽の街。週末はどこかで
音楽イベントが開催されており、若手演奏家への支援
もあり、28歳の時に兵庫県から依頼を受け2,000人
収容可能な兵庫県立芸術文化センター KOBELCO大
ホールでソロコンサートを開催しまた。毎年、兵庫県を
中心に活動する若手アーティストが選抜されますが、選
ばれることは非常に難しいとされています。「松村組」の
一員としての実績が評価されて実現し、令和2年には
兵庫県から表彰もされました。そして、28歳で「松村組」
を退団し1人でプロの和太鼓演奏家となりました。

行政にはどうあって欲しい？
　文化振興事業に対して支援があると、プロの演奏家
も育ち増えるのではないかと思います。音楽でお腹は

いっぱいにはならないけれど文化活動が盛り上がると
日々の生活が華やかになります。武豊小学校の和太鼓
クラブに指導に行っていますが参加する子どもの数が
減ってきている状況を危惧しています。

今後の活動は
　プロの和太鼓奏者として最近は東京・福岡・栃木な
ど全国で演奏活動をする傍ら、和太鼓教室「縁（えに
し）」の代表をしています。武豊町では月に2回、午後
から大人の部、夕方から子どもの部の教室を開催。知
多市では月に2回、保育園の園児に和太鼓を教えて
います。和太鼓も習い事だから小さい頃から練習する
と良いですよ。3歳から始めた子はセンスが良くずば抜
けて上達が早いと思います。この教室から未来の和太
鼓奏者が誕生すると嬉しいです。目標は「100人で和
太鼓を打つコンサート」を毎年やりたいです！

次
回
、1
9
2
号（
6
月
議
会
）は
8
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

出身 武豊町。 29歳
プロの和太鼓奏者。
和太鼓教室「縁（えにし）」代表

鳥居 侑平 さん
Torii Yuhei

プロフィール

Vol.20

～町民インタビュー～

武豊とわたし

〒 470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569－72－1111（議会事務局へ）
 gikai@town.taketoyo.lg.jp
 電子アンケートはこちら▶▶▶▶▶ 

▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから受付して
おります。

文化・芸術の
真ん中に和太鼓




